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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

与えられた結び目（例えば3次元空間内に埋め込まれた円周）から高次元の結び目（例えば4次元空間内に埋め込まれた球面）を作り出す方法として、スピニングという操作がある。スピニングは1925年のE. Artinによる導入以来様々に一般化され、余次元が2の結び目理論では不可欠な道具である。本研究は、有効な幾何的テクニックを欠いている余次元3以上の結び目の研究にスピニングを導入する新しい試みである。
　この研究によって得られた主な結果は以下の通りである（アメリカ・アイオワ大学のDennis Rosemanとの共同研究である）：6k次元球面に標準的に埋め込まれた(4k-1)次元球面を考える（k>0）。その中に更に標準的に埋め込まれた(2k-1)次元球面2つの直積を考える。このとき、(2k-1)次元球面2つの直積の各点における法方向にはそれぞれ6k次元、(4k-1)次元球面における法円盤である(2k+2)次元と1次元の円盤の対が見えている。(2k-1)次元球面2つの直積の各点においてこの(2k+2)次元内の1次元の円盤を「あるやり方で変形」していくと、Haefligerによって発見された6k次元球面内に非自明に埋め込まれた(4k-1)次元球面がなす群の生成元を得る。
　上で用いた「変形」は正確には、Dennis Rosemanによって1989年に考案された「部分多様体に沿うスピニング」という一種のスピニング操作であり、この種のスピニングを（真に意味がある形で）具体的な構成に用いたのはその導入以来おそらく今回の我々の研究が初めてであると思われる。また埋め込む先の球面と埋め込まれる球面の次元の差を余次元と言うが、6k次元球面内に埋め込まれた(4k-1)次元球面のように、余次元が3以上の球面の埋め込みを（一般的な意味で）スピニングによって捉えた研究もこれまでには殆どない。その中で、スピニングを用いて余次元が3以上の球面の埋め込みに関するポジティブな結果を得たのも、本研究が初めてであると思われる。
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	欧文概要　ＥＺ

Using spinning we analyze in a geometric way Haefliger's smoothly knotted (4k-1)-spheres in the 6k-sphere. Consider the 2-torus standardly embedded in the 3-sphere, which is further standardly embedded in the 6-sphere. At each point of the 2-torus we have the normal disk pair: a 4-dimensional disk and a 1-dimensional proper sub-disk. We consider an isotopy (deformation) of the normal 1-disk inside the normal 4-disk, by using a map from the 2-torus to the space of long knots in 4-space, first considered by Budney. We use this isotopy in a construction called spinning about a submanifold introduced by the first-named author. Our main observation is that the resultant spun knot provides a generator of the Haefliger knot group of knotted 3-spheres in the 6-sphere. Our argument uses an explicit construction of a Seifert surface for the spun knot and works also for higher-dimensional Haefliger knots.
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